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安
田
文
庫
蒐
集
古
紗
本

『
論
語
集
解
」
に
つ
い
て

高
橋

智

一
、
序
言

二
、
日
本
に
於
け
る
古
刊
・
古
紗
本
『
論
語
』
の
概
略

三
、
古
紗
本
『
論
語
』
の
現
状

四
、
安
田
文
庫
旧
蔵
古
紗
本
『
論
語
集
解
』
解
説

五
、
結
語

一
、
序
言

古
紗
本
と
は
写
本
の
時
代
で
あ
っ
た
日
本
の
室
町
時
代
以
前
に
博
士
家
、
絡
流
、
武
家
等
の
手
に
よ
っ
て
講
読
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
外

(366) 

典
（
仏
典
以
外
）
を
特
に
指
し
て
言
う
日
本
の
書
誌
学
用
語
で
あ
る
。
中
国
で
い
え
ば
元
明
時
代
に
相
当
し
、
宋
元
以
来
の
善
本
を
留
学
や



貿
易
を
通
じ
て
盛
ん
に
輸
入
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
中
国
の
刊
本
を
写
し
校
訂
し
訓
読
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
古
紗
本
(365) 

は
中
国
か
ら
言
え
ば
、
既
に
亡
逸
し
た
宋
元
版
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
価
値
を
有
し
、
日
本
か
ら
言
え
ば
、
中
世
期
の
漢
文
訓

読
の
様
子
を
考
究
で
き
る
わ
け
で
、
古
紗
本
は
文
献
学
史
上
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
網
羅
的
に
『
論
語
集
解
』
古

紗
本
を
整
理
し
た
も
の
に
、
大
正
二
年
第
七
回
耀
実
を
記
念
し
た
『
論
語
書
目
』
（
孔
子
祭
典
会
）
、
昭
和
六
年
大
阪
府
立
図
書
館
『
論
語
善

本
書
影
』
、
昭
和
十
年
斯
文
会
『
論
語
秘
本
影
譜
」
、
昭
和
初
期
、
大
橋
図
書
館
『
論
語
展
覧
会
目
録
」
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
昭
和
の
初
め
頃
の
『
論
語
集
解
』
古
紗
本
の
蒐
集
は
、
岩
崎
文
庫
（
現
東
洋
文
庫
）
九
部
、
徳
富
蘇
峰
（
現
お
茶
の
水
図
書
館
）
八

部
、
安
田
善
次
郎
氏
三
部
・
宮
内
省
・
帝
国
図
書
館
・
神
宮
文
庫
・
高
木
利
太
氏
各
二
部
等
と
な
っ
て
い
た
。
戦
後
の
移
動
や
新
出
に
よ
る

増
加
は
あ
る
が
、
古
紗
本
『
論
語
』
研
究
の
基
礎
は
こ
の
頃
に
定
ま
っ
た
わ
け
で
、
民
間
に
よ
る
蒐
書
努
力
を
物
語
っ
て
い
る
。

安
田
文
庫
は
、
安
田
財
閥
二
代
安
田
善
次
郎
の
蒐
集
に
係
る
和
漢
の
膨
大
な
貴
重
書
か
ら
な
る
個
人
文
庫
で
、
昭
和
十
一
年
文
庫
主
の
没

-2-

後
、
散
侠
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
質
と
量
は
計
り
知
れ
ず
、
旧
安
田
文
庫
の
内
実
の
復
元
は
日
本
の
書
物
史
の
大
き
な
テl
マ
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
川
瀬
一
馬
博
士
の
調
査
書
目
を
も
と
に
し
た
岡
崎
久
司
氏
の
「
旧
安
田
文
庫
蔵
書
の
復
元
」
（
大
東
急
記
念
文
庫
『
か
が
み
』

三
二
1

三
三
、
平
成
十
）
は
こ
の
テ
l

マ
の
最
大
の
拠
り
所
で
あ
る
。
『
論
一
語
』
研
究
の
み
に
限
ら
な
い
が
、
安
田
文
庫
の
思
恵
無
く
し
て

古
刊
古
紗
本
の
研
究
は
進
展
し
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

二
、
日
本
に
於
け
る
古
刊
・
古
紗
本
『
論
語
』
の
概
略

『
論
一
語
』
の
中
国
・
日
本
に
於
け
る
受
容
一
般
に
つ
い
て
は
、
林
泰
輔
博
士
『
論
語
年
譜
」
（
大
正
五
、
大
倉
書
店
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
応
神
天
皇
の
十
六
年
、
西
暦
二
八
五
年
に
百
済
の
王
仁
が
『
論
語
十
巻
』
『
千
字
文
一
巻
』
を
日
本
に
伝
え
た
と
言
う
記
事
が
、



『
古
事
記
』
ま
た
『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
日
本
で
の
『
論
語
』
講
習
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
『
論
語
』
の

テ
キ
ス
ト
は
、
漢
の
馬
融
（
七
九
1

一
六
六
）
・
鄭
玄
（
一
二
七1
二
O
O
）
等
の
注
す
る
も
の
、
貌
の
何
曇
（
一
九
0
1
二
四
九
）
が
ま
と

め
た
『
論
語
集
解
』
、
梁
の
皇
侃
（
四
八
八1
五
四
五
）
の
注
す
る
『
論
語
義
疏
』
、
宋
の
耶
田
丙
（
九
三
二
1

一
O
O
三
）
が
集
解
本
を
敷
街

し
た
『
論
語
注
疏
』
、
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
の
朱
喜
小
（
一
一
三
0
1
一
二
O
O
）
の
『
集
注
』
本
が
出
現
し
て
以
来
は
、
『
四

書
集
注
』
本
と
し
て
の
「
論
語
集
注
」
が
集
解
本
を
凌
駕
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
日
本
に
於
い
て
は
、
上
古
よ
り
中
世
ま
で
は
集

解
本
と
義
疏
本
が
読
ま
れ
、
近
世
以
降
は
主
と
し
て
集
注
本
が
読
ま
れ
た
と
言
う
大
ま
か
な
区
別
が
常
識
と
さ
れ
る
が
、
遡
っ
て
、
王
仁
の

「
論
一
語
』
が
如
何
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
は
、
定
か
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
状
況
も
遺
物
な
く
知
れ
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
明
経
博
士
、
中
原
家
・
清
原
家
が
用
い
て
い
た
古
紗
本
の
現
存
が
確
認
さ
れ
、
集
解
本
の
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古
い
読
習
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
中
原
家
本
は
、
醍
醐
寺
・
東
洋
文
庫
・
高
山
寺
等
に
存
し
、
清
原
家
本
は
書
陵
部
・
東
洋
文
庫
・
大

東
急
記
念
文
庫
に
存
す
る
。
研
究
は
武
内
義
雄
博
士
『
論
語
之
研
究
』
〈
昭
和
一
四
・
岩
波
書
店
〉
の
「
本
邦
旧
紗
本
論
語
の
二
系
統
」

〈
「
正
平
版
論
語
源
流
孜
」
〔
昭
和
八
・
大
阪
府
立
図
書
館
〕
か
ら
の
抜
粋
〉
に
詳
し
い
。
南
北
朝
時
代
は
、
確
た
る
博
士
家
の
も
の
は
却
つ

て
現
存
せ
ず
、
博
士
家
の
証
本
と
断
定
は
で
き
な
い
古
紗
本
が
幾
つ
か
を
存
し
、
論
語
読
習
の
流
布
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
古

紗
本
は
十
五
世
紀
頃
に
あ
っ
て
伝
本
を
幾
つ
か
見
る
に
止
め
、
や
や
降
っ
て
室
町
時
代
十
六
世
紀
に
な
る
と
清
原
家
の
中
興
も
相
侯
っ
て
、

古
紗
本
の
現
存
は
俄
然
多
く
な
る
。
そ
の
問
、
正
平
十
九
年
（
一
三
六
四
）
に
は
堺
で
『
論
語
集
解
』
が
出
版
、
現
存
す
る
だ
け
で
も
双
政

本
二
種
・
単
抜
本
・
明
応
覆
刻
版
と
四
種
の
版
が
確
認
さ
れ
、
最
古
の
『
論
語
」
古
版
正
平
版
論
語
と
し
て
一
世
を
風
廃
し
た
。
昭
和
八
年

大
阪
府
立
図
書
館
が
同
館
の
初
刻
本
を
影
印
し
た
際
に
附
し
た
長
田
富
作
等
の
解
説
に
そ
の
価
値
が
詳
述
さ
れ
る
。
降
っ
て
、
天
文
二
年

（
一
五
三
三
）
清
原
宣
賢
の
監
修
で
阿
佐
井
野
氏
が
注
を
省
い
た
単
経
集
解
本
（
天
文
版
論
語
）
を
出
版
し
た
。
こ
う
し
て
古
紗
本
と
二
種(364) 



の
版
本
が
学
僧
・
郷
紳
に
享
受
さ
れ
て
室
町
時
代
を
終
え
る
頃
、
朝
鮮
の
活
字
印
刷
文
化
の
影
響
を
受
け
て
、
木
活
字
印
刷
に
よ
る
、
所
謂
(363) 

古
活
字
版
『
論
語
集
解
」
の
出
版
が
続
い
た
。
活
字
版
が
三
種
、
そ
れ
に
準
じ
た
整
版
が
二
種
、
隆
盛
を
極
め
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

拙
著
「
慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究
」
（
斯
道
文
庫
論
集
三0
・
一
三
・
平
成
人
・
九
）
を
参
照
。
江
戸
時
代
の
後
期
に
俄
に
勃
興
し
た
考
証

学
は
、
こ
れ
ら
の
古
刊
古
紗
論
語
の
再
検
討
を
促
し
、
市
野
迷
庵
（
明
和
二1
文
政
九
）
が
文
化
年
間
正
平
版
論
語
の
校
勘
記
を
作
成
、
吉

田
筆
敢
（
延
享
二
i

寛
政
十
）
が
寛
政
年
間
に
「
論
語
集
解
考
異
』
を
著
し
た
。
ま
た
、
狩
谷
被
斎
（
安
永
三
l

天
保
六
）
等
の
書
物
鑑
定

会
が
編
纂
し
た
『
経
籍
訪
古
志
』
は
そ
の
書
誌
学
上
の
成
果
で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
、
『
論
語
義
疏
』
は
室
町
時
代
の
中
期
以
降
に
比
較
的
多
く
の
古
紗
本
を
存
し
、
室
町
時
代
に
あ
っ
て
、
「
論
語
集
解
』
本
に
相
当

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
足
利
学
校
に
存
す
る
古
紗
義
疏
を
寛
延
年
間
に
根
本
武
夷
が
翻
刻
し
、
『
四
庫
全
書
』
に
収
載
さ

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
於
け
る
『
論
語
』
古
刊
古
紗
本
の
研
究
は
、
よ
り
時
代
の
古
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
そ
の
成
果
を
尽
く
し
、
-4-

れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
、
近
代
に
な
っ
て
、
大
正
十
三
年
武
内
義
雄
博
士
が
校
勘
記
を
作
成
し
、
懐
徳
堂
か
ら
こ
れ
を
出
版
し
た
。

そ
の
一
定
の
意
義
を
明
か
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
読
修
の
課
本
と
し
て
一
般
に
流
布
し
て
い
た
室
町
時
代
の
古
紗
本
は
、
そ
の

多
さ
と
多
様
な
写
本
形
態
を
持
つ
故
に
、
未
だ
十
全
な
分
析
と
整
理
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
恨
み
が
あ
る
。
書
写
の
実
態
を
比
較
調
査
す
る

た
め
に
必
要
な
、
諸
本
を
一
堂
に
会
す
る
機
会
が
得
難
い
こ
と
が
、
そ
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
こ
の
点
に
留
意
尽
力
し
た
安
田
文
庫
の
蒐

集
は
、
ま
さ
に
文
献
学
に
と
っ
て
の
救
世
主
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
述
べ
た
総
合
的
「
論
語
』
の
文
献
史
概
説
は
、
「
漢
文
大
系
』
の
「
四
書
解
題
」
（
服
部
宇
之
吉
）
、
博
文
館
漢
文
叢
書
『
論
語
』
（
大

正
ニ

の
久
保
天
随
の
解
説
、
明
治
書
院
『
論
語
解
義
』
（
大
正
五
）の
簡
野
道
明
の
解
題
、
国
書
刊
行
会
「
論
語
総
説
』
（
藤
塚
郊
・
昭
和

二
四
）
が
あ
り
、
図
版
解
説
は
前
述
『
論
語
年
譜
』
が
便
利
で
あ
る
。



三
、
古
紗
本
『
論
語
』
の
現
状

一
部
残
存
す
る
唐
写
本
等
は
別
に
し
て
、
日
本
に
現
存
す
る
『
論
語
集
解
」
古
紗
本
の
数
は
、
「
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
」

（
阿
部
隆
一
編
・
同
著
作
集
〔
汲
古
書
院
・
昭
和
六
十
年
〕
）
に
よ
れ
ば
九
十
点
に
及
ぶ
。
勿
論
こ
の
数
は
近
世
以
降
の
版
本
現
存
の
数
に
比

す
れ
ば
多
々
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
経
部
か
ら
集
部
ま
で
の
四
部
現
存
古
紗
本
の
な
か
で
は
、
他
書
よ
り
も
そ
の
多
さ
は
抜
き
ん
で
て
い

る
。
前
述
の
通
り
、
そ
の
一
割
が
南
北
朝
時
代
以
前
の
写
本
で
、
九
割
は
室
町
時
代
、
し
か
も
中
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
中
心
と
な
る
の

は
清
原
宣
賢
（
文
明
七
1

天
文
十
九
）
が
永
正
年
間
（
十
六
世
紀
初
）
に
施
し
た
訓
点
で
あ
る
。
故
に
、
清
家
点
と
称
す
る
の
は
事
実
上
、

宣
賢
点
を
指
し
て
言
う
。
従
っ
て
、
訓
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
宣
賢
点
本
か
ら
派
生
し
た
写
本
と
そ
れ
以
外
（
寺
院
等
に
よ
る
絡
流
の
系
統
）

の
も
の
と
に
大
別
さ
れ
る
。
更
に
、
本
文
系
統
か
ら
見
れ
ば
、
当
時
、
同
時
に
読
ま
れ
て
い
た
『
論
語
義
疏
」
が
一
部
混
入
し
て
い
る
系
統
-5-

の
も
の
が
少
な
く
な
く
、
こ
れ
を
義
疏
震
入
本
と
し
て
分
類
す
る
。
清
家
伝
来
の
も
の
以
外
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
総
じ
て
、
中
世
期
の

『
論
語
』
講
読
は
、
博
士
家
の
密
室
的
秘
伝
が
時
代
と
と
も
に
開
放
流
布
に
向
か
い
、
さ
ほ
ど
厳
格
で
は
な
い
抄
写
訓
読
が
流
行
し
、
煩
雑

な
『
論
語
義
疏
』
を
も
適
宜
導
入
し
、
融
合
的
な
独
自
の
写
本
文
化
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
『
論
語
抄
』
等
の
所
謂

抄
物
講
説
の
流
行
を
も
生
み
出
す
原
点
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
、

清
家
点
本
ー
ー
ー
宣
賢
点
本
ー
ー
ー
伝
紗
本

正
平
版
論
語
「
天
文
版
論
語

寺
院
系
諸
本
（
義
疏
震
入
本
）

(362) 

以
上
の
よ
う
に
概
観
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
流
れ
は
現
存
す
る
一
点
一
点
の
古
写
本
を
精
密
に
調
査
し
て
得
ら
れ
る
結
論
で
あ
る
が
、
実



に
そ
の
具
体
例
を
見
て
み
よ
う
。

(361) 

際
に
安
田
文
庫
蔵
本
は
、
室
町
時
代
の
『
論
語
』
講
習
を
一
手
に
把
握
で
き
る
ほ
ど
の
鑑
識
眼
を
経
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下

四
、
安
田
文
庫
旧
蔵
古
紗
本
『
論
語
集
解
』
解
説

先
ず
、
清
原
博
士
家
の
訓
点
を
移
点
し
た
も
の
か
ら
挙
げ
る
。

論
語
十
巻

貌
何
曇
集
解

室
町
時
代
末
期
・
三
十
郎
盛
政

写

冊

斯
道
文
庫
現
蔵
（
0
9
1

／
ト
1
0

）

本
書
は
『
論
語
善
本
書
影
』
（
大
阪
府
立
図
書
館
昭
和
六
年
）
の
第
三
十
九
に
載
せ
た
も
の
で
、
清
原
博
士
家
の
訓
点
の
証
本
と
し
て
、
-6-

安
田
文
庫
中
、
最
も
価
値
あ
る
伝
本
で
あ
る
。
夙
に
、
「
経
籍
訪
古
志
』
に
紹
介
さ
れ
た
求
古
楼
狩
谷
被
斎
の
旧
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

『
経
籍
訪
古
志
』
が
編
纂
さ
れ
た
幕
末
の
当
時
、
『
論
語
』
古
紗
本
は
十
四
本
が
著
録
さ
れ
、
そ
の
殆
ど
が
求
古
楼
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
安
田
文
庫
は
求
古
楼
の
再
来
で
あ
っ
た
。
本
文
共
紙
の
元
表
紙
に
煤
色
の
覆
い
表
紙
を
加
え
る
。
包
背
装
の
形
を
と
る
が
、
背
に
糊
付
け

は
し
て
い
な
い
。
室
町
時
代
末
期
（
十
五
1

十
六
世
紀
頃
）
に
流
行
し
た
装
丁
で
あ
る
。
外
題
は
、
元
表
紙
に
「
論
語

一
之
五
」
「
論
語

六
之
十
」
と
墨
書
す
る
。
本
文
と
同
筆
か
ほ
ぼ
同
時
代
の
筆
で
あ
ろ
う
。
覆
い
表
紙
に
は
題
鑑
賞
（
室
町
期
）
が
あ
り
、
「
論
語
ノ＼

之
十

何
曇
集
解
」
と
墨
書
し
、
第
一
冊
は
題
築
が
剥
落
し
朱
筆
の
異
筆
で
、
「
論
語

一
之
五
」
と
記
す
。
首
に
「
論
語
序
／
叙
臼
漢
中
塁
校
尉

劉
向
：
：
：
」
と
、
貌
何
曇
の
序
が
三
丁
あ
る
。
本
文
は
「
論
語
学
而
第
一（
低
三
格
）
何
回
安
集
解
」
と
題
し
、
次
行
か
ら
「
子
日
学
而
時
習

之
不
亦
説
乎
」
と
始
ま
り
、
何
曇
の
注
解
は
小
字
双
行
で
書
写
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
巻
二
以
降
は
、
「
論
語
為
政
第
二

凡
二
十
四
章

何



曇
集
解
」
と
章
数
を
記
す
。

第
七
は

、

「
論
語
述
而
第
七

旧
三
十
九
章
／
今

十
八
章

何
曇
集
解
」
、
十

一
は
、
「
論
語

先
進
第
十
一

鄭
二
十
三
章
／
皇
二
十
四

写本

章

何
曇
集
解
」
と
題
す
。

三十郎盛政

薄
墨
に
よ
る
墨
界
を
施
し
、
単
辺
有
界

毎
半
葉
五
行
十
四
字
、
界
の
高
さ
は

十
・
四
糎
、
半
面
の
界
幅
は
十
六
・
四
糎
、
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図 1

毎
行
の
幅
は
三

・

三
糎
で
あ
る
。

実
に
ゆ

っ
た
り
と
し
た
読
み
や
す
い
配
字
で
あ

る
。

柱
に
は
何
も
記
さ
ず
、
墨
付
き
が
第

一
冊
九
十
二
枚
（
序
を
除
く
）
第
二
冊
百

紙
。

尾
題
は
「
論
語
巻
第

経
一
千
四
百
七
十
字
／
注

一
千
五
百

一
十
五
字
」
と
各
巻
末
に
あ
り
、
巻
第
十
ま
で
あ
る
。

巻
十
の
副
紙
に

七
枚
で
あ
る
。

料
紙
は
薄
手
の
斐
格
交
漉

本
文
と
同
筆
で
、
書
写
奥
書
を
記
す
。

「右
本
清
家
秘
点
也
則
雪
庵
道
白
真
筆
写
之
／
三
十
郎
盛
政
（
花
押
）
／
墨
印
」
と
。

三
十
郎
盛
政

が
清
原
家
の
秘
本
で
あ
る
雪
庵
道
白
の
真
筆
本
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と

。

雪
庵
道
白
は
清
原
枝
賢
の
法
名
。
室
町
時
代
の
清
原
家

(360) 

は
、
官

一賢
を
中
興
の
祖
と
し
、
枝
賢
、
国
賢
、
党
舜
、
秀
賢
と
代
々
「
論
語
』
の
訓
読
が
継
承
さ
れ
た。



清
原
宣
賢
（
文
明
七
1

天
文
十
九
）
の
点
本

京
都
大
学
に
令
写
本
に
自
筆
の
訓
点
を
付
す
単
経
本
（
存
巻
六
l

十
、
「
ま
’

(359) 

ロ

。。

大
阪
府
立
図
書
館
に
釈
梅
仙
写

永
正
九
年
宣
賢
奥
書
本

清
原
枝
賢
（
永
正
一
七
1

天
正
一
八
・
官
一
賢
の
孫
）
｜
｜
｜
京
都
大
学
に
天
文
五
年
令
写
本
（
円
ふ
令
ロ

l

凶
、
「
訟
z
ロ
｜
∞
と
同
筆
）
京

都
大
学
に
天
文
十
九
年
奥
書
単
経
本
（
清
原
良
枝
書
写
本
と
言
う
。
良
枝
は

鎌
倉
時
代
建
長
五
年
i

元
弘
一
年
。
「
ま
’
ロ
｜
岱
）

清
原
因
賢
（
天
文
十
三
1

慶
長
十
九
・
枝
賢
の
男
）
｜
｜
｜
前
田
育
徳
会
尊
経
閤
文
庫
に
慶
長
六
年
の
国
賢
元
奥
書
を
遺
す
慶
長
古
活
字

版
『
論
語
』

釈
党
舜
（
天
文
二
十
二
i

寛
永
九
・
宣
賢
の
孫
）
｜
｜
｜
京
都
大
学
に
元
亀
二
年
書
写
本
（
谷
村
「
ま
’
ロ

i
H

）
、
宣
賢
点
を
写
す
。

ま
た
、
党
舜
の
父
、
吉
田
兼
右
（
宣
賢
の
男
）

に
宣
賢
点
の
書
写
本
あ
り
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（
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
）
。

清
原
秀
賢
（
天
正
三
i

慶
長
十
九
・
国
賢
の
男
）
I
l
l

－
静
嘉
堂
文
庫
に
慶
長
八
年
瀧
川
忠
征
が
慶
長
古
活
字
版
に
秀
賢
点
を
写
し
取

っ
た
も
の
あ
り
（
∞
おω
心
ム
C
H
E
N
S

。

以
上
の
よ
う
な
現
存
本
に
よ
る
清
家
の
継
承
を
確
認
で
き
る
わ
け
だ
が
、
本
書
は
そ
の
枝
賢
本
の
流
れ
を
汲
む
貴
重
な
証
本
で
あ
る
。

さ
て
、
清
家
本
が
、
正
平
版
論
語
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
武
内
義
雄
博
士
の
「
正
平
版
論
語
源
流
孜
」
に
詳
し
い
が
、
南
北
朝

時
代
以
前
の
古
い
清
家
の
写
本
を
祖
と
し
て
正
平
版
が
出
現
し
た
こ
と
は
疑
い
の
無
い
と
こ
ろ
で
、
正
平
版
よ
り
も
後
発
に
当
た
る
こ
う
し

た
室
町
時
代
の
清
家
写
本
が
、
こ
ん
ど
は
正
平
版
を
祖
と
し
て
生
ま
れ
て
来
る
と
考
え
る
の
は
極
め
て
自
然
で
あ
り
、
実
際
、
字
句
の
異
同

も
正
平
版
に
近
い
。
し
か
し
、
室
町
時
代
の
古
写
本
は
、
様
々
に
出
現
す
る
テ
キ
ス
ト
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
複
雑
に
校
訂
が
加
え
ら
れ
、



一
概
に
系
統
を
定
め
が
た
い
実
情
が
あ
り
、
正
平
版
と
の
関
係
は
、
大
ま
か
な
同
一
系
統
と
言
え
る
ぐ
ら
い
で
、
確
か
な
関
係
を
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

三
十
郎
盛
政
は
、
阿
部
隆
一
博
士
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
国
賢
の
門
人
で
あ
る
と
い
う
。
書
写
は
一
筆
で
、
本
文
、
訓
点
と
も
に
同
一
人
が

同
一
時
に
一
気
に
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
訓
点
の
内
容
は
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
・
濁
音

符
・
音
注
・
校
合
（
正
・
才
・
イ
・
本
・
摺
・
古
本
・
音
釈
）
で
あ
る
。
京
都
大
学
の
天
文
五
年
枝
賢
令
写
本
（
】
ふ
守
口lu
）
と
字
様
も

よ
く
似
、
附
訓
や
校
合
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、
同
一
の
祖
本
を
持
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
本
書
の
ほ
う
が
校
合
の
項
目
が
多
い
。
印
記
は
、

「
月
の
屋
」
（
横
山
由
清
）
「
安
田
文
庫
」
が
捺
さ
れ
る
。
本
書
は
ま
た
、
か
つ
て
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
が
主
催
し
た
「
論
語
展
観
目
録
」

の
四
十
七
番
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

論
語
十
巻

貌
何
曇
集
解

室
町
時
代
写

清
原
宣
嘉
本

ニ
冊

斯
道
文
庫
現
蔵
（
0
9
2

／
卜
4

）
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本
書
は
従
来
の
諸
書
目
に
未
載
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
初
期
頃
に
改
装
し
た
と
見
ら
れ
る
標
色
の
表
紙
（
縦
二
十
六
・
五
横
十
八
・
七
糎
）

に
古
い
題
集
を
附
し
「
論
語
何
委
集
解

天
・
地
」
と
墨
書
す
る
。
本
文
の
紙
質
墨
痕
か
ら
想
像
す
る
に
室
町
時
代
の
中
後
期
、
即
ち
十
五

世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
が
ら
み
の
書
写
年
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
古
写
本
と
し
て
の
風
格
は
上
乗
と
言
え
よ
う
。
首
に
何
曇
の

「
論
語
序
」
を
二
丁
附
す
。
巻
頭
題
は
「
論
語
学
而
巻
第

何
曇
集
解
」
と
記
し
、
巻
二
以
降
は
「
論
語
巻
第

何
委
集
解
」
等
と
篇

名
を
記
さ
ず
章
数
も
記
さ
な
い
簡
単
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
尾
題
も
「
論
語
巻
第
ご
と
し
て
第
十
ま
で
、
大
小
字
数
等
の
附
属
記
述
は

為
、
、
・
4
n
v

手
h
vし

(358) 



斐
格
交
漉
紙
に
辺
・
界
を
墨
書
し
、
七
行
十
四
字
注
小
字
双
行
に
書
写
す
る
。
界
寸
は
縦
二
十
一
横
十
六
糎
、
界
幅
は
二
・
三
糎
。
柱
に
(357) 

は
何
も
記
さ
な
い
。
本
文
の
系
統
を
鑑
み
る
に
、
例
え
ば
、
「
学
而
」
最
終
章
、
「
不
患
人
之
不
己
知
」
に
本
書
は
「
王
粛
日
但
患
己
無
能
知

之
也
」
の
注
を
附
し
、
こ
の
一
句
は
正
平
版
以
後
の
集
解
本
（
と
く
に
清
家
本
）
に
は
無
い
も
の
が
多
く
、
『
論
語
義
疏
』
本
は
こ
れ
を
存

す
る
。
こ
れ
は
後
述
の
、
清
家
本
以
外
の
古
写
本
に
類
似
す
る
系
統
を
示
す
例
証
で
、
即
ち
『
論
語
義
疏
』
本
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
系

統
で
あ
る
。
ま
た
、
震
政
篇
の
第
三
章
「
子
日
導
之
：
：
：
」
を
多
く
の
集
解
本
が
「
導
」
を
「
道
」
に
作
る
の
は
正
平
版
と
の
一
致
を
示
し
、

逆
に
、
第
二
十
二
章
の
注
「
小
車
駒
馬
車
」
の
「
鯛
」
は
正
平
版
が
「
四
」
に
作
る
の
と
相
反
す
る
例
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
は
清
家
本
と

は
い
え
、
正
平
版
を
含
む
家
本
の
忠
実
な
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
た
も
の
で
は
な
く
、
自
由
な
校
訂
を
経
た
異
質
の
清
家
本
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

巻
四
の
末
に
「
正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
二
月
十
四
日
読
了
（
花
押
）
」

巻
五
の
末
に
「
正
長
元
年
十
一
月
二
十
八
日
以
清
原
家
秘
本
書
写
了
／
即
朱
点
墨
点
畢

少
納
言
藤
原
朝
臣
（
花
押
）
」
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と
、
本
文
と
は
別
筆
の
奥
書
が
あ
り
、
書
写
奥
書
で
は
な
く
、
別
本
か
ら
写
し
取
っ
た
奥
書
で
あ
る
。

本
文
へ
の
書
き
入
れ
は
、
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
が
本
文
と
同
筆
で
、
後
に
、
朱
筆
の
句
点
・
ヲ
コ
ト
点
（
少
々
）

附
訓
等
が
別
筆
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
訓
法
を
「
述
而
篇
第
七
」
を
例
に
見
て
み
る
と
、

。
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
（
清
家
本
）
「
述
し
て
作
せ
ず
」
（
本
書
）

0

「
徳
を
惰
め
ざ
る
、
学
を
講
ぜ
ざ
る
、
義
を
聞
き
て
従
う
こ
と
能
は
ず
、
善
か
ら
ざ
る
を
改
む
る
こ
と
能
は
ず
」
（
清
家
本
）

「
徳
を
惰
め
ず
、
学
を
講
ぜ
ず
、
義
を
聞
き
て
う
つ
る
こ
と
（
従
う
こ
と
）
能
は
ず
、
善
か
ら
ざ
る
を
改
む
る
こ
と
能
は
ず
」
（
本
書
）

0

「
道
を
ね
が
ひ
」
（
清
家
本
）
「
道
に
志
し
」
（
本
書
）

。
「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
為
ん
」
（
清
家
本
）
「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
之
を
為
ん
」
（
本
書
）



。

「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
に
し
て
安
し
」
（
清
家
本
）
「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
し
（
恭
に
し
て
）
ふ
し
て
安
し
」
（
本
書
）

と
な
っ
て
、
（

）
内
の
朱
筆
は
清
家
の
読
み
と
踏
襲
す
る
も
の
の
、
墨
筆
の
訓
は
や
や
清
家
点
と
異
な
り
、
後
述
の
清
家
本
以
外
の
訓
点

に
近
い
も
の
が
あ
る
。

「
津
殿
／
蔵
書
」
印
記
を
捺
し
、
清
原
宣
嘉
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
宣
嘉
は
舟
橋
庶
流
家
の
津
宣
嘉
、
天
保
六
1

明
治
六
（
一
八

三
五
1

一
八
七
三
）
。
静
嘉
堂
文
庫
に
津
宣
嘉
書
き
入
れ
の
古
活
字
版
の
「
孟
子
」
（A種
c

）
を
存
し
、
幕
末
に
経
書
の
講
読
を
継
続
し
た

清
原
家
の
学
者
で
あ
っ
た
。
本
書
の
正
長
の
元
奥
書
は
、
即
ち
宣
嘉
の
書
き
入
れ
の
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
、
第
一
冊
首
の
墨

印
が
示
す
旧
蔵
者
（
不
明
）
の
古
写
本
を
津
氏
が
入
手
し
て
読
習
し
た
も
の
で
、
元
来
清
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
無
い
可
能
性
が
高
い
。

本
文
や
訓
点
の
純
粋
な
清
家
本
と
の
違
い
は
、
そ
う
し
た
原
因
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
旧
蔵
者
を
と
っ
て
、
暫
く
清
家

安
田
文
庫
の
蔵
印
を
捺
す
。
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本
の
分
類
に
し
て
お
く
。

次
に
博
士
家
の
伝
来
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
挙
げ
て
み
よ
う
。

論
語
十
巻
巻
五
以
下
鉄

貌
何
曇
集
解

応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
写
広
橋
家
旧
蔵

冊

斯
道
文
庫
現
蔵
（
0
9
2

／
卜
5

）

本
書
は
従
来
の
書
目
等
に
未
載
の
も
の
で
、
書
写
年
代
も
古
く
、
書
写
字
様
も
古
き
様
式
を
止
め
て
い
る
。
本
書
が
安
田
文
庫
に
入
っ
た

(356) 

経
緯
に
つ
い
て
、
末
尾
に
薄
様
の
副
紙
一
葉
を
附
し
て
、
川
瀬
一
馬
博
士
が
次
の
よ
う
に
墨
書
し
て
い
る
。



「
昭
和
十
年
十
一
月
中
旬
神
田
某
書
購
（
洋
本
を
ひ
さ
ぐ
も
の
）
よ
り
応
永
の
奥
書
有
る
論
語
あ
れ
ば
持
参
す
べ
し
と
の
状
来
る
。
直
ち
(355) 

に
赴
き
見
る
に
烏
丸
家
の
反
古
よ
り
索
め
出
で
た
る
と
て
本
書
を
示
さ
る
。
零
本
な
る
事
は
惜
し
む
べ
し
と
難
も
、
応
永
の
筆
な
る
事
疑
う

可
か
ら
ざ
る
。
よ
り
て
こ
こ
ろ
み
に
其
反
古
を
出
さ
し
め
て
検
す
る
に
、
烏
丸
に
あ
ら
で
、
実
は
広
橋
家
な
り
（
広
橋
家
の
旧
蔵
書
は
一
括

し
て
東
洋
文
庫
に
あ
り
）
。
本
書
も
と
二
冊
に
し
て
第
一
冊
の
巻
首
を
鉄
け
る
上
、
表
需
を
も
失
し
、
第
二
冊
は
表
時
存
せ
し
な
れ
ど
、
凡

て
虫
損
甚
し
け
れ
ば
と
て
、
時
に
、
張
込
帳
二
帖
に
改
装
せ
ら
れ
極
め
て
不
都
合
な
る
体
を
な
し
し
か
ば
、
ま
づ
冊
子
に
復
元
す
可
き
を
す

す
め
ぬ
。
告
る
と
こ
ろ
の
債
ま
た
我
が
意
を
得
、
ざ
り
し
も
、
や
や
あ
り
て
、
我
が
言
に
従
へ
る
を
以
て
、
三
日
の
後
を
約
し
て
去
る
。
後
日
、

文
庫
主
人
の
許
を
得
て
、
乃
ち
之
を
求
む
。
命
ず
る
か
如
く
改
装
成
り
て
、
本
日
文
庫
に
納
む
る
に
当
り
、
本
書
所
獲
の
次
第
を
附
記
す
と

云
爾
。
昭
和
十
年
乙
亥
十
一
月
二
十
二
日

安
田
文
庫
に
於
い
て

川
瀬
一
馬
識
」
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広
橋
家
は
藤
原
氏
日
野
家
支
流
の
名
家
。
虫
損
甚
だ
し
く
反
古
紙
に
混
じ
っ
て
い
た
た
め
流
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
存
の
茶
褐
色
の
元
表

紙
（
縦
二
十
五
・
三
横
十
八
糎
）
を
用
い
て
一
冊
に
改
装
。
総
裏
打
ち
を
施
す
。
「
四
之
内
」
と
古
い
墨
書
が
あ
り
、
或
は
も
と
四
冊
で
あ

っ
た
か
。
ま
た
、
「
承
益
」
と
ふ
る
い
所
持
署
名
を
墨
書
す
る
。
首
の
何
回
安
の
序
を
欠
き
、
巻
第
一
学
而
の
第
二
章
「
有
子
日
、
其
為
人
也

：
：
：
」
の
「
日
」
か
ら
を
存
し
、
そ
れ
以
前
が
扶
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
宰
第
九
か
ら
莞
日
第
二
十
、
乃
ち
巻
五
1

十
も
飲
す
る
。
単
辺
有

界
（
縦
二
十
・
八
横
十
五
・
二
糎
、
毎
行
の
幅
二
・
五
糎
）
六
行
の
墨
界
に
毎
行
十
三
字
で
小
字
双
行
に
書
写
し
、
全
巻
一
一
筆
で
あ
る
。
柱

に
は
「
一
巻

四
丁
」
等
と
、
巻
数
・
丁
数
を
墨
書
す
る
。
料
紙
は
や
や
厚
手
の
格
紙
を
用
い
、
墨
色
濃
厚
、
字
勢
有
勤
、
ま
さ
に
南
北
朝

書
写
本
の
遺
風
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

首
題
は
「
論
語
篤
政
第

何
曇
集
解

凡
二
十
四
章
」
と
い
う
体
裁
。
但
し
、
述
而
第
七
は
「
論
語
述
而
第
七

何
委
集
解

ロ
μ

三
十
九
章
／
今
三
十
八
章
」
と
題
す
。
尾
題
は
「
論
語
巻
第

経
一
千
四
百
七
十
字
／
註
一
千
五
百
一
十
三
字
」
等
と
字
数
を
記
す
。



巻
第
四
尾
題
の
後
に
次
の
、
本
文
と
同
筆
の
書
写
奥
書
を
存
す
る
。

「
岩
応
永
三
十
三
季
龍
集
丙
午
正
月
下
溝
／
青
華
道
人
書
子
／
防
州
白
松
大
林
蘭
若
客
軒
之
下
」

こ
の
奥
書
の
左
下
に
「
主
慶
倍
」
「
承
益
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
で
、
本
文
と
も
別
筆
の
署
名
が
あ
る
。

本
書
の
由
来
を
想
像
す
る
時
、
中
世
周
防
国
の
大
内
氏
に
よ
る
文
化
事
業
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
平
安
時
代
末
よ
り
周
防
の
国
を

領
し
た
大
内
氏
は
、
義
弘
（
一
三
五
六
1

九
九
）
の
時
、
朝
鮮
を
通
じ
た
貿
易
で
栄
え
、
応
永
の
乱
で
敗
死
す
る
も
、
弟
の
盛
見
（
一
三
七

七
1

一
四
一
一
一
一
）
が
『
蔵
乗
法
数
』
を
応
永
十
七
年
（
一
四
一

O
）
に
刊
行
す
る
な
ど
、
所
謂
大
内
版
の
名
で
知
ら
れ
る
出
版
文
化
事
業
を

担
っ
て
い
た
。
盛
見
は
ま
た
、
香
山
国
清
寺
を
建
立
し
て
兄
義
弘
の
菩
提
を
弔
っ
た
。
国
清
寺
は
「
香
山
常
住
」
の
墨
印
を
捺
す
宋
元
版
を

多
く
所
有
し
、
今
、
各
地
に
散
在
し
て
し
ま
っ
た
が
、
大
内
氏
が
日
明
・
日
朝
貿
易
に
よ
っ
て
如
何
に
多
く
の
貴
重
図
書
を
購
入
し
て
い
た

と
言
わ
れ
る
。
『
五
山
版
の
研
究
』
（
川
瀬
一
馬
）の
「
室
町
初
期
に
於
け
る
開
板
」
の
章
に
こ
の
事
情
は
詳
し
い
。
『
論
語
』
に
関
し
て
言

か
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
富
裕
な
文
化
を
背
景
に
持
つ
故
に
、
京
都
か
ら
、
学
問
に
下
向
す
る
学
者
も
多
か
っ
た

え
ば
、
正
平
一
九
年
（
一
三
六
四
）
頃
に
堺
で
初
め
て
刊
刻
さ
れ
た
（
正
平
版
論
語
）
事
実
と
さ
ほ
ど
時
を
経
て
い
な
い
書
写
に
係
る
本
書

は
、
こ
の
頃
の
『
論
語
』
需
要
の
伝
播
を
如
実
に
語
る
遺
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
識
語
中
、
白
松
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
阿
知
須
町
・
宇

部
市
の
近
辺
を
指
し
、
大
林
蘭
若
と
い
う
禅
僧
の
元
へ
寄
居
し
た
青
華
道
人
が
こ
こ
で
書
写
し
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
た
だ
、
テ
キ
ス
ト
の
由
来
を
明
か
に
せ
ず
、
震
政
篇
の
第
三
章
「
子
日
導
之
：
：
：
」
を
多
く
の
集
解
本
が
「
導
」
を
「
道
」
に
作

り
、
第
二
十
二
章
の
注
「
小
車
四
馬
車
」
の
「
四
」
は
多
く
の
集
解
本
が
「
駒
」
に
作
る
の
等
は
本
書
と
正
平
版
の
一
致
を
示
し
、
『
論
語

義
疏
』
本
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
無
し
と
し
な
い
が
、
字
面
、
字
句
の
異
同
な
ど
か
ら
し
て
、
や
は
り
、
正
平
版
『
論
語
』
の
写
し
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。
本
書
へ
の
訓
点
の
書
き
入
れ
は
、
朱
墨
の
二
種
あ
り
、
朱
筆
の
方
が
や
や
古
い
か
。
朱
は
ヲ
コ
ト
点
と
返
り
点
送
り

(354) 



に
依
る
が
、
置
き
字
（
「
之
」
な
ど
）
を
本
書
は
訓
読
す
る
等
、
厳
格
な
博
士
家
点
で
は
な
い
。

(353) 

が
な
を
併
用
す
る
。
墨
は
返
り
点
送
り
が
な
附
訓
に
校
合
や
音
注
が
あ
る
。
少
々
上
欄
に
墨
に
よ
る
補
注
が
あ
る
。
お
し
な
べ
て
、
清
家
点

「
安
田
文
庫
」
の
蔵
印
が
あ
る
。

論
語
十
巻

貌
何
曇
集
解

室
町
時
代
写

青
蓮
王
府
本

五
冊

斯
道
文
庫
現
蔵
（
0
9
2

／
ト
5

）

本
書
は
、
『
論
語
善
本
書
影
」
（
大
阪
府
立
図
書
館
昭
和
六
年
）
の
第
四
十
一
に
載
せ
た
も
の
で
、
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
が
主
催
し
た

「
論
語
展
観
目
録
」
の
四
十
六
番
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
所
謂
、
青
蓮
院
本
古
紗
論
語
集
解
、
で
あ
る
。
第
一
冊
の
扉
副
紙
、
並
び
に
第
二
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冊
目
以
降
の
各
冊
首
（
公
冶
長
第
五
・
子
宰
第
九
・
子
路
第
十
三
・
陽
貨
第
十
七
）
に
「
青
蓮
／
王
府
」
の
四
方
大
印
を
捺
す
の
で
、
か
く

称
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
儒
学
の
趨
勢
は
、
清
原
博
士
家
を
中
心
と
し
た
公
卿
学
士
の
大
い
な
る
牽
引
力
に
よ
っ
て
、
武
士
等
の
新
た

に
興
隆
し
た
新
勢
力
を
も
教
化
し
て
、
公
家
秘
本
の
文
化
を
開
放
に
向
か
わ
し
め
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
依
然
、
上
古
以
来
の
学
問
の
旧
勢
力
た
る
寺
院
学
僧
の
蒐
書
講
読
は
、
学
術
界
を
支
え
る
動
か
し
が
た
い
実
力
を
有
し
て
い
た
こ
と

は
申
す
ま
で
も
な
く
、
加
え
て
、
彼
ら
が
、
こ
れ
ら
公
卿
学
士
勢
力
と
明
に
暗
に
接
点
を
持
し
て
い
た
こ
と
が
、
中
世
の
儒
学
に
空
前
の
活

況
を
実
現
せ
し
め
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
論
語
』
講
読
の
博
士
家
伝
本
の
現
存
と
、
か
か
る
寺
院
所
伝

の
古
紗
本
の
現
存
状
況
が
、
そ
う
し
た
当
年
の
儒
学
界
の
動
向
を
如
実
に
物
語
る
証
左
で
あ
る
点
、
本
書
の
如
き
由
来
の
確
か
な
優
れ
た
完

本
の
存
在
の
価
値
は
、

一
言
を
以
て
之
を
蔽
う
こ
と
は
で
き
ぬ
奥
深
い
も
の
が
あ
る
。
毎
冊
の
末
に
「
靖
粛
／
図
書
」
の
印
が
あ
る
の
は
、

国
学
者
谷
森
善
臣
（
一
八
一
七
1

一
九
一
一
）
の
旧
蔵
を
示
す
。
谷
森
は
伴
信
友
の
門
下
で
、
明
治
に
御
用
掛
と
し
て
皇
室
系
譜
の
調
査
等



に
従
事
し
た
こ
と
か
ら
、
或
は
こ
う
し
た
伝
本
を
所
持
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

繰
色
の
古
表
紙
は
原
装
。
縦
二
十
六
・
二
横
二
十
糎
。
第
一
・
三
冊
の
み
に
元
題
委
を
存
し
、
「
論
語

自
五
／
至

自
一
／
二
」
「
論
語

六
」
と
室
町
期
の
墨
書
が
あ
る
。

各
冊
に
二
巻
四
篇
ず
つ
を
配
す
。

何
曇
の
「
論
語
序
」
を
二
丁
半
、
首
に
附
す
。
乃
ち
墨
付
き
三
枚
目
裏

葉
か
ら
、
「
論
語
学
而
第
こ
と
題
し
、
「
子
日
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎
」
と
本
文
が
始
ま
り
、
注
釈
は
小
字
双
行
に
て
記
す
。

墨
付
き
は
第

一
冊
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
十
二

・

三
十
八
・
四
十

一
・
四
十
五
・
三
十
枚
で
あ
る
。

無
辺
無
界
の
六
行
十
三
字
。
字
面
の
高
さ
約
十
八
・

五
幅
約
十
五
糎
。

柱
は
何
も
記
さ
な
い
。
料
紙
は
や
や
厚
手
の
斐
格
交
漉
紙
を
用
い
る
。

墨
痕
鮮
や
か
で
、
全
冊
、

一
気
阿
成
の

一
筆
で
あ
る
。

巻
題
は
第

一
篇
学
而
と
第
十
五
篇
衛
霊
公
は
同

様
の
体
裁
で
、
書
名
の
み
。

第
二
篇
以
降
「
論
語
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震
政
第
二

何
曇
集
解

凡
二
十
四
章
」
と
第
二

十
ま
で
を
題
し
、
第
七
は
「
論
語
述
而
第
七

何

青蓮王府本

曇
集
解

旧
凡
三
十
九
章
／
今
三
十
章
」
第
九
は

「
論
語
子
竿
第
九

何
曇
集
解

旧
凡
三
十
一
章
／

図 2

皇
三
十
章
」
第
十
九
は
「
論
語
子
張
第
十
九

何

長
集
解

凡
二
十
四
章
／
凡
二
十
五
章
」
と
題
す

。

ま
た
、
尾

題
は
「
論
語
巻
第

経
一
千
七
百
十

一
字
／
註
二
千
八
百

二
十
字
」
の
如
く
、
毎
巻
末

(352) 

に
字
数
を
添
え
て
い
る
。



先
の
広
橋
家
旧
蔵
本
同
様
、
字
句
の
異
同
や
、
字
面
の
様
子
か
ら
し
て
、
正
平
版
『
論
語
」
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を(351) 

入
れ
な
い
。
た
だ
、
「
学
而
」
最
終
章
、
「
不
患
人
之
不
己
知
」
に
本
書
は
「
王
粛
日
但
患
己
無
能
知
之
也
」
の
注
を
附
し
、
こ
の
一
句
は
正

平
版
以
後
の
集
解
本
に
は
無
い
も
の
が
多
く
、
『
論
語
義
疏
』
本
は
こ
れ
を
存
す
る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
、
本
書
は
、
正
平
版
の
系
統
に
依

り
な
が
ら
、
義
疏
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
一
本
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
『
論
語
義
疏
』
は
中
国
に
古
く
亡
ん
で
日
本
に
の
み
写
本
が
伝

来
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
伝
本
も
室
町
時
代
を
逢
か
に
遡
る
古
い
も
の
は
伝
存
せ
ず
、
集
解
本
と
平
行
し
て
書
写
さ
れ
て
来
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。
果
た
し
て
、
義
疏
本
は
集
解
本
と
の
関
連
を
別
に
置
い
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
所
以
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
当
年

の
学
士
た
ち
は
、
中
世
と
は
言
え
、
狭
い
見
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
開
放
的
な
柔
軟
性
を
以
て
、
校
合
を
行
い
、
儒
書
の
講
読
に
当
た
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
事
実
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
本
文
並
び
に
注
解
の
字
体
は
、
『
古
文
尚
書
』
に
見
る
が
如
き
異
体
を
多
く
存
し
、
そ
れ
が
、
依
拠
せ
る
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
も
の-16-

な
の
か
、
は
た
ま
た
書
写
習
慣
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
淵
源
浅
か
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
文
へ
の
書
き
入
れ
は
、
朱
墨
両
様
あ
り
、
し
か
し
、
本
文
書
写
時
と
同
時
の
同
筆
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
朱
は
、
句
点
・
朱
引
き
に

し
て
、
墨
は
薄
墨
を
用
い
て
返
り
点
・
送
り
が
な
・
附
訓
・
縦
点
・
声
点
で
あ
る
。
訓
読
の
あ
り
方
は
、
大
勢
か
ら
言
え
ば
、
清
家
本
と
同

系
と
見
ら
れ
る
が
、
尚
、
細
部
に
亘
っ
て
は
、
置
字
を
読
む
等
、
清
家
本
と
の
違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
「
述
而
篇
」
を
例
に
取

っ
て
、
清
原
博
士
家
本
（
前
掲
の
三
十
郎
盛
政
本
）
と
比
べ
て
み
る
と
、

。
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
（
清
家
本
）
「
述
し
て
作
せ
ず
」
（
本
書
）

0

「
徳
を
惰
め
ざ
る
、
学
を
講
ぜ
、
ざ
る
、
義
を
聞
き
て
従
う
こ
と
能
は
ず
、
善
か
ら
ざ
る
を
改
む
る
こ
と
能
は
ず
」
（
清
家
本
）

「
徳
を
惰
め
ず
、
学
ん
で
講
ぜ
ず
、
義
を
聞
き
て
従
う
能
は
ず
、
不
善
を
改
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
」
（
本
書
）



0

「
道
を
ね
が
ひ
」
（
清
家
本
）
「
道
に
志
し
」
（
本
書
）

0

「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
為
ん
」
（
清
家
本
）
「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
之
を
為
ん
」
（
本
書
）

。
「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
に
し
て
安
し
」
（
清
家
本
）
「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
し
ふ
し
て
安
し
」
（
本
書
）

と
＝
一
口
う
よ
う
な
違
い
が
目
に
つ
く
。一
概
に
こ
れ
を
以
て
し
て
本
書
を
一
家
の
点
本
と
区
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
室
町
時
代
の
郷
紳

絡
流
の
訓
読
の
変
遷
を
説
明
す
る
に
は
、
い
ま
少
し
綴
密
な
整
理
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

旧
蔵
で
あ
る
京
都
粟
田
の
青
蓮
院
は
、
天
台
宗
の
門
跡
寺
院
。
粟
田
御
所
と
も
呼
ば
れ
た
。
鳥
羽
法
皇
の
第
七
皇
子
が
行
玄
大
僧
正
門
下

と
な
り
、
比
叡
山
か
ら
京
都
に
坊
を
移
し
、
御
所
寺
院
を
建
立
し
た
こ
と
か
ら
、
粟
田
宮
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
第
三
世
慈
円
の
時
に
最
も

栄
え
、
ま
た
第
十
七
世
尊
円
法
親
王
の
書
法
は
御
家
流
と
し
て
代
々
受
け
継
が
れ
た
。
最
近
で
は
、
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
（
平

「
安
田
文
庫
」
の
蔵
印
が
あ
る
。

守
－

成
十
一
年
刊
・
汲
古
書
院
）
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

論
語
十
巻

貌
何
曇
集
解

永
禄
三
年
（
一
五
六
O
）
写

高
木
文
庫
旧
蔵

五
冊

斯
道
文
庫
現
蔵
（
0
9
2

／
卜
1

）

本
書
は
、
高
木
利
太
氏
の
高
木
文
庫
か
ら
、
安
田
文
庫
の
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
木
氏
は
明
治
四
年
1

昭
和
八
年
の
人
で
、
慶
応

義
塾
の
出
身
。
大
分
中
津
藩
に
生
ま
れ
た
。
大
阪
毎
日
新
聞
社
専
務
。
古
版
地
誌
類
、
古
活
字
版
の
蒐
集
は
日
本
随
一
で
、
前
者
は
自
ら
が
、

後
者
は
川
瀬
一
馬
博
士
が
整
理
、
そ
れ
ぞ
れ
、
『
家
蔵
日
本
地
誌
目
録
』
『
高
木
文
庫
古
活
字
版
目
録
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

後
に
各
所
に
分
散
し
、
漢
籍
の
古
刊
本
類
は
か
な
り
安
田
文
庫
に
引
き
継
が
れ
た
。
奥
ゆ
か
し
い
「
高
木
家
蔵
」
の
双
辺
長
方
の
蔵
印
は
、

(350) 



古
活
字
版
の
代
名
詞
の
知
く
、
今
に
、
威
厳
を
放
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
『
論
語
善
本
書
影
』
（
大
阪
府
立
図
書
館
昭
和
六
年
）
の
第
三
十

(349) 

に
載
せ
た
も
の
で
、
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
が
主
催
し
た
「
論
語
展
観
目
録
」
の
四
十
六
番
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
ま
だ
高
木

氏
の
蔵
で
あ
っ
た
。

後
補
の
茶
表
紙
は
標
色
の
元
表
紙
の
上
に
被
せ
た
も
の
で
、
縦
二
十
四
・
一
横
十
八
・
五
糎
。
「
論
語

こ
等
と
後
人
の
墨
書
が
あ
る
。

首
に
何
曇
の
序
（
三
丁
）
が
あ
り
、
「
論
語
学
市
第

何
曇
集
解

凡
十
六
章
」
と
し
て
本
文
が
始
ま
る
。
以
下
同
様
に
し
て
、
第
七
は

「
論
語
述
而
第
七

何
曇
集
解

旧
凡
三
十
九
章
／
今
三
十
章
」
第
九
は
「
論
語
子
竿
第
九

何
曇
集
解

旧
凡
三
十
一
章
／
皇
三
十
章
」

第
十
九
は
「
論
語
子
張
第
十
九

何
委
集
解

凡
二
十
四
章
／
凡
二
十
五
章
」
と
題
す
。
尾
題
は
「
論
語
巻
第

経
一
千
四
百
七
十
字
／

註
一
千
五
百
一
十
三
字
」
等
と
字
数
を
記
す
。

四
周
単
辺
の
墨
界
に
七
行
十
三
字
、
界
内
の
寸
法
は
縦
十
九
・
五
横
十
四
・
七
糎
。
界
幅
は
二
・
一
糎
。
小
字
双
行
。
全
冊
一
筆
の
書
写
-18-

に
係
り
、
墨
付
き
は
第
一
冊
（
巻
一
1

一
一
）
二
十
七
丁
、
第
二
冊
（
巻
三1
四
）
三
十
三
丁
、
第
三
冊
（
巻
五
i

六
）
三
十
五
丁
、
第
四
冊

（
巻
七1
八
）
三
十
八
丁
、
第
五
冊
（
巻
九
1

十
）
二
十
六
丁
。
料
紙
は
格
紙
。

巻
末
に
「
子
時
永
禄
三
稔

庚
／
申

五
月
十
七
日
五
十
歳

文
彦
」
と
書
写
奥
書
が
あ
る
。

本
文
は
、
字
句
の
異
同
か
ら
、
青
蓮
王
府
本
と
同
じ
系
統
に
属
し
、
古
い
書
体
の
文
字
を
多
く
使
用
す
る
様
子
も
、
王
府
本
と
類
似
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
清
家
本
と
一
線
を
画
す
寺
院
系
の
伝
本
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
訓
点
を
比
べ
る
と
、
青
蓮
王
府
本
と
同
じ
な
が

ら
、
亦
更
に
清
家
点
の
訓
方
を
も
参
考
に
附
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
因
み
に
、
前
掲
の
「
述
而
篇
第
七
」
の
同
じ
箇
所
の
訓
点
を

挙
げ
て
み
る
と
、

0

「
述
べ
て
作
ら
ず
」
（
清
家
本
）
「
述
し
て
作
せ
ず
」
（
青
蓮
王
府
本
）
「
述
し
て
作
せ
ず
」
（
本
書
）



0

「
徳
を
惰
め
ざ
る
、
学
を
講
ぜ
ざ
る
、
義
を
聞
き
て
従
う
こ
と
能
は
ず
、
善
か
ら
ざ
る
を
改
む
る
こ
と
能
は
ず
」
（
清
家
本
）

「
徳
を
惰
め
ず
、
学
ん
で
講
ぜ
ず
、
義
を
聞
き
て
従
う
能
は
ず
、
不
善
を
改
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
」
（
青
蓮
王
府
本
）

「
徳
を
情
め
ず
、
学
を
講
ぜ
ず
、
義
を
聞
き
て
従
（
う
つ
る
）
こ
と
能
は
ず
、
不
善
を
改
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
」
（
本
書
）

。
「
道
を
ね
が
ひ
」
（
清
家
本
）
「
道
に
志
し
」
（
青
蓮
王
府
本
）
「
道
を
ね
が
ひ

（
こ
こ
ろ
ざ
し
／
し
た
い
）
」
（
本
書
）

。
「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
為
（
せ
）
ん
」
（
清
家
本
）
「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
之
を
為
ん
」
（
青
蓮
王
府
本
）

「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
も
亦
之
を
為
ん
」
（
本
書
）

0

「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
に
し
て
安
し
」
（
清
家
本
）
「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
し
ふ
し
て
安
し
」
（
青
蓮
王
府
本
）

「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
し
ふ
し
て
安
し
（
恭
に
し
て
安
し
）
」
（
本
書
）
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な
お
、
こ
の
訓
点
書
き
入
れ
は
、
本
文
と
同
筆
の
、
墨
に
よ
る
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
と
朱
引
き
で
あ
る
。
永
禄
の
頃
は
、
天
文
の

末
、
清
原
宣
賢
が
没
し
て
程
な
く
の
こ
ろ
で
あ
り
、
清
家
の
学
問
も
宣
賢
の
講
義
を
受
け
た
筋
等
か
ら
、
次
第
に
自
由
に
流
布
し
て
行
く
時

代
を
迎
え
、
本
書
の
訓
点
受
容
も
、
こ
う
し
た
趨
勢
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
安
田
文
庫
」
の
蔵
印
が
あ
る
。

論
語
十
巻

隷
何
曇
集
解

室
町
時
代
写

国
間
木
文
庫
旧
蔵
論
語
義
疏
震
入
本

冊

斯
道
文
庫
現
蔵
（
0
9
2

／
卜
1
6

）

本
書
も
前
掲
の
一
書
と
同
じ
、
高
木
文
庫
か
ら
安
田
文
庫
へ
移
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
論
語
善
本
書
影
』
（
大
阪
府
立
図
書
館
昭
和
六
年
）

(348) 

の
第
三
十
八
に
載
せ
た
も
の
で
、
財
団
法
人
大
橋
図
書
館
が
主
催
し
た
「
論
語
展
観
目
録
」
の
五
十
九
番
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、



こ
の
と
き
は
ま
だ
高
木
氏
の
蔵
で
あ

っ
た
。

そ
の

(347) 

首題に続 く 3 行は義疏本の寵入

『
論
語善
本
書
影
』
の
解
題
に
は
、
足
利
中
期
の
紗

で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
足
利
中
期
、

つ
ま
り
室
町
時
代
の
中
期
か
末
期
か
と
言
う

書
写
年

代
の
推
定
は
、
比
較
上
の
問
題
で
、
元
奥
書
が
確
か

な
も
の
以
外
は
確
と
し
て
そ
の
書
写
年
代
を
決
め
る

こ
と
は
で
き
な
い

。
室
町
時
代
の
『
論
語
」
古
写
本

は
、
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
の
応
永
六
年

（
一
三九

- 20-

図 3

九
）
写
本
、
前
掲
安
田
文
庫
旧
蔵
広
橋
家
本
応
永

十
三
年

（
一四
二
六
）
写
本
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
寛

正
一
年

（
一四
六
O
）
写
本
が
書
写
年
代
の
明
か
な
前
期
の
古
写
本
で
、
し
か
し
、
南
北
朝
の
、
例
え
ば
建
武
四
年
（
一
三
三七
）
の
清
原

頼
元
写
本

（大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
等
と
比
較
す
る
と
風
格
に
劣
勢
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ

っ

て
、
か
な
り
大
局
的
な
見

方
を
す
れ
ば
、
十
五
世
紀
以
降
の
写
本
は
、

室
町
時
代
写
本
と
し
て
一
括
す
る
の
が
無
難
で
は
あ
る
。

永
正
年
間
以
降
、

つ
ま
り
、
十
六
世

正
大
永
年
間

（十
六
世
紀
初
）
の
写
本
と
永
禄
こ
ろ

（
十
六
世
紀
中
後
）

紀
以
降
は
清
家
本
の
全
盛
を
迎
え
、
転
写
に
転
写
を
次

、

ぎ
、
却
っ

て
奥
書
年
代
の
明
か
な
も
の
も
増
え
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
さ
て
、
永

の
写
本
と
の
風
格
の
違
い
を
説
明
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
明

一
四
O
O
年
か
ら

一
六
O
O
年
の
二
O
O
年
を
三
等
分
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
論

確
な
答
え
は
探
し
得
な
い

。
室
町
時
代
の
前
中
後
は
、

語
』
の
書
写
年
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
分
類
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
。

本
書
に
つ
い
て

言
え
ば
、
中
期
な
ら
永
正
頃
、
末
期
な
ら



永
禄
元
亀
頃
を
指
そ
う
が
、
そ
の
時
代
の
差
よ
り
も
、
む
し
ろ
テ
キ
ス
ト
の
由
来
に
こ
そ
分
類
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

乃
ち
、
本
書
は
毎
篇
の
題
に
続
き
一
篇
の
趣
旨
と
も
言
う
べ
き
総
括
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
伝
わ
る
『
論
語
義
疏
』
に
附

さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
か
つ
一
般
の
集
解
本
に
は
附
さ
れ
て
い
な
い
一
文
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
前
記
、
青
蓮
王
府
本
の
項

に
お
い
て
も
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
『
論
語
』
受
容
の
一
特
徴
と
し
て
、
集
解
本
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
義
疏
本
の
影

響
を
多
大
に
蒙
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
最
も
顕
著
な
本
書
の
よ
う
な
一
連
の
写
本
を
「
義
疏
議
入
本
」
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
『
義
疏
』
の
現
存
す
る
写
本
は
多
く
は
な
い
が
、
室
町
中
期
以
降
の
写
本
が
殆
ど
で
、
義
疏
・
集
解
両
本
の
平
行
受
容
を

考
え
れ
ば
、
本
書
の
書
写
も
中
期
以
降
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
細
か
く
書
写
年
代
を
区
切
る
こ
と
に
拘
る
必
要
は
無
い
。

茶
色
の
表
紙
（
縦
二
十
四
・
五
横
十
七
・
八
糎
）
は
原
装
で
、
前
記
、
三
十
郎
盛
政
写
本
と
同
様
に
室
町
当
時
流
行
し
た
覆
表
紙
・
包
背

装
に
仕
立
て
ら
れ
る
。
題
集
は
第
一
冊
が
剥
落
し
、
第
二
冊
に
は
「
論
語

自
六
／
至
十
」
と
墨
書
す
る
。
第
一
冊
に
は
ま
た
「
百
九
十
八
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ノ
箱
」
と
墨
書
。
い
ず
れ
も
室
町
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
首
に
何
曇
の
序
「
論
語
序
」
二
丁
あ
り
。
巻
頭
は
、

論
語
学
而
第

何
曇
集
解

凡
十
／
六
章

論
語
是
此
書
総
名

学
而
為
第
一

篇
別
目

中
間
講
読
／
・

子
日
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎
・
．

と
題
し
、
本
文
の
前
に
本
章
の
解
説
を
加
え
る
。
し
か
し
て
二
十
篇
全
て
に
こ
れ
が
あ
る
。
但
し
、
述
而
第
七
・
顔
淵
第
十
二
・
は
「
何
曇

集
解

凡
幾
章
」
の
文
字
が
無
い
。
泰
伯
第
八
・
郷
党
第
十
・
先
進
第
十
一
・
微
子
第
十
八
・
子
張
第
十
九
・
嘉
日
第
二
十
は
「
凡
幾
章
」

の
文
字
が
無
い
。
子
竿
第
九
は
「
論
語
子
四
干
第
九

何
曇
集
解

旧
凡
三
十
一
章
／
皇
三
十
章
」
。
ま
た
、
尾
題
は
「
論
語
巻
第
こ
と
し

て
経
注
字
数
を
加
え
る
が
、
「
巻
幾
終
」
と
し
た
り
、
「
巻
幾
之
終
」
と
し
た
り
、一
定
せ
ず
、
巻
三
・
四
・
八
・
九
・
二
十
（
十
の
誤
り
）
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は
経
注
字
数
が
無
い
。
墨
付
き
は
第
一
冊
（
巻
一
至
五
）
四
十
七
枚
、
第
二
冊
は
四
十
九
枚
。
料
紙
は
薄
手
の
斐
格
交
漉
紙
で
、
本
文
は
二
(345) 

種
類
の
手
跡
が
あ
る
。

こ
う
し
た
写
本
は
、
底
本
を
忠
実
に
写
す
伝
写
本
と
は
違
っ
て
、
学
僧
が
自
己
の
講
読
に
備
え
、
気
取
ら
ず
に
写
し
取
っ
た
も
の
で
、
台

北
の
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
る
、
養
安
院
旧
蔵
の
古
写
『
孟
子
』
と
甚
だ
似
通
っ
た
趣
き
を
呈
し
て
い
る
。
気
軽
に
荒
く
筆
を
流
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
詳
細
に
見
つ
め
て
み
る
と
異
体
字
を
含
ん
だ
端
正
な
字
体
と
柔
ら
か
い
筆
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
、
書
写
年
代
を
古
く

設
定
し
た
い
感
覚
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

墨
書
に
よ
る
単
辺
（
縦
二
十
・
五
横
十
三
・
五
糎
）
有
界
（
界
幅
一
・
二
糎
）
の
紙
面
に
八
行
二
十
字
、
小
字
双
行
で
記
す
。
書
き
入
れ

は
、
朱
引
き
・
朱
点
、
墨
の
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
を
加
え
、
本
文
同
筆
の
も
の
と
、
後
に
加
え
た
も
の
が
あ
る
が
、
お
し
な

。
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
（
清
家
本
）
「
述
し
て
作
せ
ず
」
（
青
蓮
王
府
本
）
「
述
し
て
作
せ
ず
」
（
本
書
）
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べ
て
本
文
書
写
者
の
訓
点
本
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
訓
方
は
、
前
記
同
様
、
述
而
篇
を
例
に
と
る
と
、

0

「
徳
を
惰
め
ざ
る
、
学
を
講
ぜ
ざ
る
、
義
を
聞
き
て
従
う
こ
と
能
は
ず
、
善
か
ら
ざ
る
を
改
む
る
こ
と
能
は
ず
」
（
清
家
本
）

「
徳
を
惰
め
ず
、
学
ん
で
講
ぜ
ず
、
義
を
聞
き
て
従
う
能
は
ず
、
不
善
を
改
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
」
（
青
蓮
王
府
本
）

「
徳
を
惰
め
ず
、
学
の
講
ぜ
ず
、
義
を
聞
き
て
従
（
う
つ
る
）
こ
と
能
は
ず
、
不
善
を
改
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
」
（
本
書
）

0

「
道
を
ね
が
ひ
」
（
清
家
本
）
「
道
に
志
し
」
（
青
蓮
王
府
本
）
「
道
に
志
し
（
し
た
い
）
」
（
本
書
）

0

「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
為
（
せ
）
ん
」
（
清
家
本
）
「
執
鞭
の
士
と
い
ふ
と
も
吾
亦
之
を
為
ん
」
（
青
蓮
王
府
本
）

「
執
鞭
の
士
（
鞭
を
執
る
の
士
）
と
い
ふ
と
も
吾
も
亦
之
を
為
ん
」
（
本
書
）

0

「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
に
し
て
安
し
」
（
清
家
本
）
「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
し
ふ
し
て
安
し
」
（
青
蓮
王
府
本
）



「
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
、
恭
し
ふ
し
て
安
し
」
（
本
書
）

と
い
う
こ
と
で
、
清
家
本
と
は
や
や
異
な
る
青
蓮
院
本
な
ど
と
一
致
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
室
町
期
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
古
紗
本
の

テ
キ
ス
ト
並
び
に
訓
読
を
か
つ
て
整
理
し
た
（
斯
道
文
庫
論
集
二
十
四
・
二
十
五
、
平
成
二
・
四
）
際
に
述
べ
た
結
論
と
同
種
の
結
論
、
乃

ち
、
清
家
本
と
寺
院
系
写
本
の
受
容
の
違
い
が
こ
う
し
た
古
写
本
の
姿
に
如
実
に
顕
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
結
論
を
「
論
語
』
の

場
合
に
お
い
て
も
、
領
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
安
田
文
庫
」
印
記
を
捺
す
。

五
、
結
語

以
上
六
部
の
伝
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
室
町
時
代
の
『
論
語
』
受
容
は
、
博
士
家
清
原
家
の
訓
法
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
も
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の
で
あ
る
が
、
そ
の
受
容
対
象
で
あ
っ
た
階
層
が
、
書
物
文
化
の
流
布
か
ら
多
様
化
し
、
校
訂
訓
読
に
柔
軟
な
変
化
を
組
み
入
れ
て
行
っ
た

形
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
衆
性
・
地
方
性
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
近
世
の
受
容
形
態
を
既
に
裏
付
け
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き

ょ
う
。
『
論
語
』
文
献
の
内
容
的
本
源
を
辿
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
自
ら
の
文
化
に
如
何
に
『
論
語
』
を
融
け
込
ま
せ
る
か
、
と
努
力
し
た
当

時
の
知
識
人
の
思
考
形
態
を
知
る
た
め
に
存
在
す
る
資
料
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
論
語
」
は
日
本
人
の
精
神
の
歴
史
を
担
っ
て
き
た
重

要
な
古
典
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
安
田
文
庫
旧
蔵
の
古
紗
本
『
論
語
」
に
永
享
三
年
（
一
四
三
こ
の
奥
書
を
持
つ
一
本
が
あ
っ
た
。
『
論
語
善
本
書
影
」
の
二

三
に
所
載
の
も
の
で
あ
る
。
今
、
杏
と
し
て
そ
の
所
在
が
知
れ
な
い
。
何
時
の
日
か
、
そ
れ
は
姿
を
現
す
で
あ
ろ
う
か
。
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